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紹介-賃金計算処理について 

 

概要 

紹介業務で、スタッフへの給与支払について処理を代行する場合に使用する機能となります。賃

金の代行業務を行うとされた場合に通常の賃金計算同様、勤怠データを基にスタッフの賃金計

算を行い、紹介-賃金台帳を作成します。 

また、受注入力画面で求職受付手数料の徴収について設定を行うことで、手数料の徴収に対し

ても汎用的に計算処理を行うことが可能です。詳細は後述の「●求職受付手数料の徴収につい

て」をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考 

 

紹介-賃金計算処理時のスタッフの登録情報については、[スタッフマスタ-]-[詳

細]タブ-[日々紹介]タブの情報を参照します。 

また、以下の情報が事前に入力されていなくても、賃金計算時に、システム上、

計算に必要な項目を自動でセットします。 

 

但し、スタッフエクスプレスで自動作成した場合、システムで決められたデフォルト

値を、値にセットします。 

本来の情報と必ずしも一致するわけではない為、情報の変更の際は、紹介-賃金

取消処理を行った後に、マスタのメンテナンスをお願いします。 
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基本操作 

[賃金賞与年調]-[紹介-賃金計算代行]-[紹介-賃金計算処理]メニューを選択します。 

 

１．[抽出条件]タブで抽出する条件を指定し、賃金計算の対象とするスタッフを絞ります。 

 

２．[抽出結果]タブを開きます。抽出条件に該当する処理対象データを一覧表示します。 

 

３．一覧より、賃金計算処理対象とする行の[対象]チェックボックスをオンにします。 

  一覧下部のチェックのオン/オフをすることで、全選択/全解除も行えます。 

 

４．実行（Ｆ２）ボタンを押下して、賃金計算処理を実行します。 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

紹介-賃金計算処理を実行するためには、受注入力時に、[日々紹介]タブで 

［賃金計算代行をする］チェックボックスをオンにする必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※受注入力で、取引区分＝「日々紹介」とした場合のみ、 

     [日々紹介] タブが活性化します。 
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参考 

 

作成される[賃金台帳]のデータは、[スタッフマスタ]の[詳細]タブ-[日々紹介]タブ

の[税額表]により、以下の通りとなります。 

また、同一の締日であっても「請求先ごと」に作成されます。 

 

「日額」 ： １スタッフ 1請求先ごと１就業年月日ごと 1賃金計算ごと 

        （ダブルワークなど１日のうちに複数の勤怠がある場合も、 

         １就業年月日の総額に対して源泉税が算出されます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月額」 ： １スタッフ 1請求先ごと１賃金計算ごと 

 

 

 

注意 

 

勤怠データの支払いに関係する項目は、賃金計算後にロックされます。 

修正の必要がある場合は、[紹介-賃金計算取消]を行ないロック解除して 

ください。 
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項目説明 

●抽出条件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※赤字は必須項目です。 

抽出条件項目 

就業年月日 就業期間を範囲指定します。 

対象となる就業年月日のうち、賃金計算されていない勤怠データが対象条

件となります。 

就業期間を、31日以上で指定し、抽出結果を表示した際は、「就業期間が

31日以上」と警告が表示されます。(賃金計算処理を行うことは可能です。) 

必須項目です。 

賃金支給日 賃金の支給日を指定します。 

賃金支給日は、賃金台帳に反映されます。 

必須項目です。 

コメント１～２ コメント１～２に必要に応じて任意のコメントを入力します。 

入力されたコメントは賃金台帳に記載され、賃金明細書に出力する事が可

能です。 

スタッフ NO 抽出するスタッフ NOの範囲指定を行います。 

[スタッフ NO]を直接入力するか「▼」をクリックし、[スタッフ検索]より選択し

ます。 
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絞込 [スタッフ検索]が表示され、連続しないスタッフ NOを複数選択することがで

きます。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X件」と表示さ

れます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した設定を、全てクリアします。 

請求先 NO [得意先マスタ]-[請求]タブ-[請求先 NO]の範囲指定を行います。 

[請求先ＮＯ]を直接入力するか「▼」をクリックし、[得意先検索]より選択しま

す。 

絞込 [得意先検索]が表示され、連続しない得意先 NOを複数選択する事ができ

ます。条件を設定した場合、[解除]ボタンの右横に「対象 X件」と表示され

ます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した条件を、全てクリアします。 

請求締グループ [得意先マスタ]-[請求]タブ-[請求締グループ]を選択します。 

値は、[区分マスタ]で設定します。 

支給グループ [スタッフマスタ]-[支給]タブ-[支給グループ]を選択します。 

値は、[区分マスタ]で設定します。 

税額表 [スタッフマスタ]-[詳細]タブ-[日々紹介]タブ-[税額表]を選択します。 

((全件)/日額/月額) 

絞込 [抽出条件詳細]が表示され、勤怠の絞り込みを行います。条件を設定した

場合、[解除]ボタンの右横に「詳細条件あり」と表示されます。 

解除 [絞込]ボタンから選択した[抽出条件詳細]の設定情報を、全てクリアしま

す。 

所属部門 [スタッフマスタ]に登録されている所属部門を選択します。 

初期値は、ログイン担当者の初期部門または前回指定値となります。 

支給確認 勤怠入力（配置入力）で支給確認されているか否かのデータで、条件を絞り

たい場合に選択指定します。 

((全件)/未チェック/チェック済) 

「チェック済」を選択した場合は、下記注意をご参照ください。 

実行後に処理結果を表示

する 

紹介-賃金計算処理実行後に、紹介-賃金集計表の画面に自動ジャンプし

集計結果を確認したい場合、チェックボックスをオンにします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

支給確認「チェック済」として、抽出結果を確認した際は、 

    チェックの一覧しか表示されない為、未チェックの勤怠を見逃し、 

     賃金計算処理を行ってしまう恐れがございます。ご注意ください。 
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●抽出結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

抽出結果項目 

対象 [対象]チェックボックスがオンになっている行が処理対象となります。 

一覧下部のチェックのオン/オフで、全選択/全解除を行えます。 

チェック可能条件については、下記参照をご参照ください。 

請求先 NO 勤怠の対象請求先 NOを表示します。 

請求先名 請求先 NOに紐づく請求先名を表示します。 

スタッフ NO 勤怠の対象スタッフ NOを表示します。 

スタッフ名 スタッフ NOに紐づくスタッフ氏名を表示します。 

勤怠件数 賃金計算の実行対象となるスタッフの、勤怠の合計数を表示します。 

支給確認件数 賃金計算の実行対象となるスタッフの勤怠に対し、支給確認された件数の

合計数を表示します。 

支給未確認件数 賃金計算の実行対象となるスタッフの勤怠に対し、支給確認されていない

件数の合計数を表示します。 

（計算対象）未払勤怠金額 スタッフの勤怠に対して、未支払賃金の合計金額を表示します。 
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ボタン説明 

 

 

ファンクションキー 

ヘルプ（Ｆ１） [紹介-賃金計算処理]のオンラインヘルプを表示します。 

実行（Ｆ２） 賃金計算処理を実行します。 

ジャンプ（Ｆ３） 別画面へ移動します。 

移動可能画面は、[勤怠入力][仮払一覧表]です。 

再表示（Ｆ５） 現在表示されている内容を再読み込みし、再表示します。 

クリップボード（Ｆ７） 表示されている内容をクリップボードへコピーします。 

プレビュー（Ｆ８） 表示されている内容を Excelに表示します。 

印刷（Ｆ９） 表示されている内容をプリンタから印刷します。 

終了（Ｆ１２） [紹介-賃金計算処理]の画面を閉じます。 

 

  

 

参考 

 

    ○[抽出条件]タブの「支給確認」で「(全件)」を指定した場合 

      抽出条件で指定した就業期間に該当する、勤怠入力（配置入力）の 

      「支給確認」が全てチェックオンで登録されていた場合、当項目は 

      チェック可能となります。 

      ただし、一覧の「支給未確認件数」が 0以外の場合、対象行全体の 

      背景色がグレー表示となり、当項目はチェック操作不可の状態になります。 

 

    ○[抽出条件]タブの「支給確認」で「チェック済」を指定した場合 

      勤怠入力（配置入力）で「支給確認」がチェックオンされたもののみ、 

      一覧に表示され、当項目はチェック可能となります。 
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●賃金補正処理について 

通常スタッフエクスプレスの賃金計算においては、1就業日（１勤怠）に対して単価の端数処理を行い、 

日々積み上げてきた勤怠で算出された支給金額の合計値を算出します。 

但し、単純に勤怠の合計時間と単価で算出した結果では、誤差が生じる場合があります。賃金の算出方法

には様々なケースが存在するため、勤怠データを補正することにより賃金計算処理後の算出ニーズに応え

る事としています。 

尚、賃金計算処理の前に賃金補正される内容を当画面で事前確認でき、OK ボタンを押下すると対象勤怠

が補正されます。 
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●所定労働８時間超え（ダブルワーク）、週 40時間超えについて 

   以下画面の様に、[スタッフマスタ]－[詳細]タブ－[紹介]タブの該当項目、日 8H超（ダブルワークなど）、 

   週 40H超チェックボックスにチェックに従い紹介－賃金計算処理時に補正を行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ・日 8H超にチェック → 日 8H超の補正計算を行います。 

   ・週 40H超にチェック → 週 40H超の補正計算を行います。 

   ・両方にチェック → 日 8H超・週 40H超の補正計算を行います。 

 

 ※以下は補正された勤怠入力データの参考画面となります。 

 また、紹介手数料を率で計算する場合に、支給金額の補正と共に、請求金額の補正も行います。 
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●求職受付手数料の徴収について 

   以下画面の様に、[スタッフマスタ]－[詳細]タブ－[紹介]タブの該当項目、日 8H超（ダブルワークなど）、            

   受注入力の際に、取引区分＝「紹介」で設定されている場合にのみ一律 670円の手数料の徴収が可能 

   となります。紹介-賃金計算処理実行のタイミングで、以下画面が表示され事前に手数料の確認をする事 

   もできます。 

 

   また、受注入力で「求職受付手数料を徴収する」チェックを ONにし、計算時に手数料の徴収を行う場合、 

   「求職受付手数料を請求先経由で徴収する」チェックが ON状態か否かで処理が変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「求職受付手数料を請求先経由で徴収する」チェックが OFFの場合、 

「求職受付手数料を徴収する」チェックが ONとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  計算処理実行時、求職受付手数料の列（背景色がグレー）にのみ徴収金額が表示されます。 
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  本計算処理により、求職受付手数料の徴収が行われたことを表す為に勤怠データに格納します。 

  これにより手数料管理簿を出力する際の集計値を判断することが可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「求職受付手数料を請求先経由で徴収する」チェックを有効にしたい場合 

「求職受付手数料を徴収する」チェックを ON にすると、「求職受付手数料を請求先経由で徴収する」が

チェック可能となります。こちらのチェックをONにする事により、請求先を経由してスタッフから手数料を

徴収する計算が可能となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 

求職受付手数料を請求先経由で徴収しない場合には、スタッフから別途、 

現金手渡しなどにより徴収したとする為、計算された賃金台帳及び、賃金明細書 

には結果は反映されません。 

 

徴収しているかどうかの判断は、勤怠データの求職受付手数料列に金額が 

登録されているかをご確認ください。 
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計算処理実行時、求職受付手数料の列全てに徴収金額が表示されます。 

 

 

 

 

本計算処理により、求職受付手数料の徴収が行われたことを表す為に勤怠データに格納します。これによ

り手数料管理簿を出力する際の集計値を判断することが可能となります。 

更に、事前設定されたスタッフの控除項目、請求先への請求項目に対して勤怠データに金額を格納します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

注意 

 

求職受付手数料を請求先経由で徴収する場合、名称マスタの任意項目である、 

賃金控除項目 1～20と請求（紹介）項目 9～10に対して、事前に「名称」と 

どの任意項目を使用するか設定しておく必要がございます。 

 

こちらの機能を使用する際は、当社サポートセンターまで必ずご連絡を下さい。 

リモートにて必要な設定を行わせて頂きます。 

尚、どの様な名称とするか、どの任意項目を使用するかは必ず決定した上で、 

ご連絡頂く様お願い致します。 


